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総務建設経済常任委員会会議記録 

 

１．期  日      平成 29 年 8 月 25 日(金)                         開会  13 時 29 分 

閉会  13 時 42 分 

２．場  所   第 1 委員会室                  

 

３．付議事件      ①児童遊園地・子どもの広場について 

②事業効果の検討について 

                  公園等維持管理運営経費     

      

４．出 席 者   野地委員長 善波副委員長 桑原委員 二宮委員 杉崎委員 栁川委員 

二見議長 

傍聴議員  6 名 

    一般傍聴者 0 名 

    議会事務局 3 名 

          

５．経  過  

 

                                                

①児童遊園地・子どもの広場について 

 

議長     ひとつ目は児童遊園地・子どもの広場について、ふたつ目は事業効果の検討で公

園維持管理運営経費である。 

 

委員長    6 月第 2回定例会で承認された継続調査の議題を検証する。6月 26 日に勉強会と

して公園視察はどこの公園を回るか検討し、6 月 28 日に 22 か所の公園を回り、今

後の方向性を協議した。7 月 21 日に都市整備課に話を聞き、8 月 1 日に合計 56 か

所の公園について、委員会案として議論した。視察先は 1枚目の資料で、視察先の

意見である。それ以外の公園は現状維持ということで委員会としては意見がまとま

っている。この件について、何か意見はあるか。 

 

（意見なし） 

 

委員長    ひとつひとつの公園については第3回定例会の後に継続として続けるかどうか決

めたいと思う。 

 

                                                

②事業効果の検討について 公園等維持管理運営経費 

 

委員長    ふたつ目、事業効果の検討について 2枚目の資料があるが、二宮町の児童遊園地

と子どもの広場がどういう法令のもとで整備・管理されているか、また、7 月末現

在でどのような管理をしているかを町からの資料である。56か所中40か所の公園、

を草刈・剪定作業、害虫駆除、樹木の管理等をしている。現在、公園統廃合計画が

進められており、計画に基づき来年度予算を確定していくかと思うが、本委員会で

どういった提言や意見を出していくかは今後の課題である。現状としては、今年度
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予算の執行については予定通りの進捗状況であることは確認している。 

 

杉崎     この資料は委員長が要求して町から提出されたものだと思うが、内容の確認はし

たのか。例えば、進捗状況が空欄の公園がある。 

 

委員長    整備状況が空欄になっている公園があるが、これは 7月末現在のものであり、順

次整備を行っていくとのことで、次回の報告の中では埋まってくると思われる。7

月末時点での予算の進捗率について、これから順次行っていくものでもあり、また

決算的な整理もついていないため申し上げられないとのことである。 

 

杉崎     予算の進捗率は分かるのではないか。 

 

委員長    予算の進捗率については、再度確認し、次回お知らせしたい。その他何かあるか。 

 

（意見なし） 

 

委員長    意見がないようであれば、今日の委員会の報告として第 3回定例会で行うが、定

例会閉会後に閉会中の継続調査として引き続き行っていくか、別のものに変更する

のか議論していきたいが意見を求める。 

 

 

杉崎     6 月 28 日に担当と意見交換を行い、当委員会で赤字追加した意見があるが、それ

は伝わっていないのか。72 番の釜野第 2遊園地だが、開発面積ぎりぎりであり、廃

止は困難、通常管理は地域又は愛護会にお願いする。点検等は町で行う。というと

こまではよいが、その後の（砂場閉鎖は？）については追加した部分であるが追加

意見が伝わる機会が必要であり継続調査すべきであると考える。 

 

委員長    ひとつひとつの公園の打ち合わせの内容について意見があったが、この内容につ

いては調査中のため現在まだ公にはしていない。ただし、現状の意見として都市整

備課には伝えている。児童遊園地・子どもの広場について継続調査にすべきとの意

見が出たがよろしいか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

委員長    異議なしと認め、児童遊園地・子どもの広場については引き続き継続調査とする。

事業効果の検討についても継続調査としたいが意見を求める。 

 

杉崎     進捗状況を見ると、剪定が多い。剪定は 11 月頃には終わるはずで予算の 80％か

ら 85％くらいは使っているはずで、その時点で余っていたらもう少し予算を減らし

てもよいのではないか、逆に 100％超えるようなら増やす必要があるのではないか

等の検証ができるため、当然引き続き継続調査とすべきである。 

 

委員長    杉崎委員より、事業効果の検討についても当然、継続調査とすべきとの意見が出

たがいかがか。 

 

（「異議なし」との声あり） 
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善波     児童遊園地・子どもの広場についても検証が全てイコールになってくるため同時

進行の継続調査をしていかないと結論が持てない。よって継続調査すべきである。 

 

委員長    では、第 3回定例会において、引き続き 2件を継続調査として報告する。 

 

閉会 13 時 42 分 


